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・

先日、早朝の小田原駅で四季島に出会うというサプライズがありました。「四季島（しきしま）」というのは JR
東日本が所有・運行する、クルーズ列車（周遊型寝台列車）のことです。１０両編成の列車で、旅客定員はわず

か３４名。日本一豪華な列車と言えるでしょう。

通常の運行コースは、東北地方・北海道・北陸地方が多く、東海道本線にはめったに姿を見せないはずです。

熱海から先は「JR 東海」の管轄だからです。最初は四季島の回送列車かとも思いましたが、実際に乗客が乗っ

ていて、小田原駅のホームでは歓迎セレモニーもあり、市内の観光に向かっていました。熱海方面から早朝の小

田原駅に入線したので、「上野駅～鹿島神宮駅～千葉駅～根府川駅～大宮駅～深谷駅～上野駅、成田線・鹿島線・

東海道本線などを経由」というコースの２日目のようです。

四季島の列車の最大の特徴は「ディーゼルエレクトリック車両」ということです。電化された区間ではパンタ

グラフを上げて「電車」として走りますが、非電化区間では「気動車」としても走れます。そんな車輛の製造に

は大変な費用がかかるので、一般の車輛ではあり得ない特徴です。料金も破格（高いほうの破格）で、３泊４日

の東北・北海道コースで、一番豪華な「四季島スイート」に２名で乗車すると、約２６０万円！私は一生乗れそ

うもありません・・・。

（2024年 1月下旬／東海道本線小田原駅）


